
第４号様式（要綱第６条関係） 

 

2025 年度 第 5 回 藤沢市立鵠洋小学校 学校運営協議会会議録 

 

開催日時  2026 年 1 月 16 日（金）10 時～12 時 

場   所   鵠洋小学校 会議室           

出

席

委

員 

河村 満  会長／鵠沼ふれあいトライアングル 代表 

 亀本 淳夫  副会長／鵠洋小学校 校長 

 寺田 言子  鵠沼地区青少年育成協議会 

野村 田鶴子 鵠沼東民生委員児童委員協議会 

 吉田 正彦  学識経験者（元鵠洋小学校校長） 

 浪川 征子  どろんこ児童クラブ 代表 

 齋藤 香乃  鵠洋小学校ＰＴＡ 代表 

 山口 秀俊  鵠沼市民センター センター長 

 後藤 洋平  鵠洋小学校学校運営協議会 コーディネーター 

 奥濱 佳那  鵠洋小学校学校運営協議会 コーディネーター 

  出席委員：10 名 

欠席委員：４名（坂田千鶴代、徳永理加、植松梢、駒場亜以） 

事務局 ：亀本淳夫（鵠洋小学校校長） 

傍聴人数：０名 

次

第 

１  開会 

２  議題 

  学校評価について 

３ 閉会 

 

協

議 

内

容 

２ 議題  

 学校評価について 

亀本副会長 毎年 4 年生児童その保護者にアンケートを行っている。昨年度

から google form を使用。児童 123 名、保護者 77 名から回答

を得ている。児童のアンケートについては授業中には行ってい

ない。無記名のアンケート。記名式のアンケートも児童に対し

て行っているので、困りごとのフォローについてはそちらも利

用していく。 

後藤委員 児童の設問の語句が難しいのではないか。「交通マナー」マナー

とはなにか？「友達」クラスメイトという言い換え。「よいとこ

ろをみとめてくれる」ほめてくれる等々、児童が読んですぐイ

メージできる表現を選んだ方が、より実態に沿った回答が得ら

れるのではないか。 

亀本副会長 その通りなので来年に生かしたい。 

 

 



(1)学校は、楽しいです。 

亀本副会長 否定回答は 12％ほどある。こちらについては引き続きサポート

していく。 

(2)友だちや先生、近所の人にあいさつをしています。 

子どもは、地域の人や関りのある人にあいさつをしています。 

庄司委員 今年度は突出してできていないと回答されている。 

吉田委員 おはようボランティアで立っているが、その時々によって挨拶

の有無は変わる。いつか返事をしてくれると信じて声掛けをし

ている。 

浪川委員 児童クラブでは挨拶をしてくれることがほとんどだが、4 年生

という年頃なので大人と会話するのが恥ずかしいと思っている

のかもしれない。 

吉田委員 保護者の回答と似た割合になっているので保護者も理解してい

るのかと思う。 

(3)交通マナーを守って、登下校しています。 

亀本副会長 交通ルールを守れているという肯定的な回答が非常に多い。 

浪川委員 大人の目の届かない楽しい時間になってしまうと広がって歩い

てしまいがちだ。 

野村委員 声がけをしていてもヒヤリハットの場が多々ある。 

(5)授業中は、友達と一緒に考えたり、教え合ったりしています。 

  子どもは、学校の学習を理解しています。 

亀本副会長 年々否定回答が増加しているが、学習にタブレットを多く使っ

ているのでそう感じているのかと思う。 

後藤委員 「友達」という表現を「クラスメイト」と変えるだけで、もう

少し現実に即した回答が得らえるように思う。 

吉田委員 授業の進め方や欠点の改善を進めてほしい。約 10％のわからな

い子の立つ瀬がない。学年の先生が学び合うきっかけにもなる

かと思う。 

(8)いじめなど、困ったことがあったり、相談できる先生、家族、友だちがい

ます。 

  おうちでは、子どもと学校の話を一緒にしています。 

亀本副会長 先生に相談できない子が増えている。家族に話せる子はいる。

保護者アンケート「学校の話を一緒にしている」についての否

定回答が増えている。 

（11）地震や火事の時の、避難の仕方や自分の身を守る方法をわかっています。 

   あなたは、子どもと災害時どのように行動したらよいか話し合っていま

す。 

亀本副会長 子どもと災害時の話をしていない家庭が増えている。学校だよ



り等でもっと働きかけていきたい。 

事務局 次回は、学校の近況報告と課題への対応、また、3 学期の取り

組みについても、話あっていく。 
 

 

 

次回開催日程 202６年 3 月９日（月）10 時～ 

     場 所   鵠洋小学校会議室      


